
養父市記者発表資料   2025 年８月 20 日 

「第 3４回せきのみやふれあいまつり」を開催します 
 
 
 関宮地域の夏の風物詩「せきのみやふれあいまつり」を、2025 年 8 月 30 日（土）午後 3 時 50
分から関宮ふれあいパーク芝生グラウンド（養父市関宮）で開催します。 
昨年は、台風接近の影響で惜しくも中止となりましたが、地域を元気にしようと始めて今年で 34 回目

となる本イベントは、地域住民の手づくりの夏祭で、関宮地域内の各種団体が飲食物を提供する「ふれ
あいテント村」、地域の園児・児童・生徒や地域内外からの出演者が参加する「ステージイベント」、最後
は夜空を彩る「花火大会」で、多くの皆様に楽しんで頂けるイベントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前回（2023 年度）開催の様子 

【概 要】 
イベント名 第 34 回せきのみやふれあいまつり 
日 程 2025 年 8 月 30 日（土）午後 3 時 50 分～午後 8 時 30 分 
会 場 関宮ふれあいパーク芝生グラウンド（養父市関宮 627 番地） 
主 催 せきのみやふれあいまつり実行委員会（実行委員長：関宮区長会長 宮岡秀司） 

※関宮地域内の各種団体等で構成（区長会、商工会、観光協会、消防団、地域自治
組織、金融機関、商友会、老人クラブ、社会福祉協議会等） 

内 容 ①ふれあいテント村（午後 3 時 50 分開始） 
 関宮地域等の各種団体（今年は 14 団体）が会場内に設置されたテント内で飲食物
を販売。今回は但馬内のキッチンカー5 台も参加 
②ステージイベント（午後 3 時 50 分～午後 8 時頃まで） 
 関宮子ども園の園児や芸術文化観光専門職大学ダンス部によるダンス、養父市小中学

生金管バンド「YB ジュニアブラス」等の演奏、景品付き餅まき等 
③打上げ花火大会（午後 8 時開始） 
 仕掛け花火など約 500 発を打ち上げます。フィナーレはリズミカルに打ち上る音楽花火。
今回は人気グループ「嵐」の楽曲「カイト」に合わせて夜空を彩ります。 

【問合せ】 
せきのみやふれあいまつり実行委員会事務局（関宮まちづくり協議会内）担当：田中 
電話・FAX：079-667-2211 

【担当課】 
市民生活部関宮地域局  局長：片芝研作  担当：岩佐英行 
電話：079-667-2331 



 別 紙  

『第３４回せきのみやふれあいまつり』の内容 

 

■ ふれあいテント村（15時50分オープン） 

関宮地域等の各種団体（今回は１４団体）が、会場に配置されたテント内で飲食物の販売と、

今年は但馬内のキッチンカー５台も参加し盛り上げます。 
 

■ ステージイベント（15時50分～） 

 第１部  
 

❖ １５時５０分～ オープニングあいさつ 

 

(１) 関宮こども園  

関宮こども園の園児が踊りを披露 

 

(２) 養父市小中学生金管バンド YBジュニアブラス  

養父市小学生金管バンド「ＹBジュニアブラス」による演奏 

 

(３) 関宮学園・八鹿青渓中学校吹奏楽部  

関宮学園吹奏楽部による演奏 

 

    (４) JOUER（ジョアー） 

JOURE（ジョアー）の皆さんによるキッズダンス 

 

第２部  
 

❖ １７時２０分～ 主催者・来賓あいさつ  

 

(５) 景品付き餅まき（商工会関宮支部） 

いろいろな景品が当たります。お楽しみに。 

 

(６) 八鹿 twice  

八鹿 twice（ようかとぅわいす）によるダンス 

 

(７) カパーフラオカイリマレイアーピキ  

カパーフラオカイリマレイアーピキによるフラダンス 

 

(８) 綺羅星  



綺羅星による和太鼓演奏 

 

(９) 芸術文化観光専門職大学「心舞」 

大学ダンス部「心舞」（しんぶ）によるダンス 

 

(１０) 浜千代子ショー 

養父市出身の演歌歌手 浜千代子さんによる演歌・歌謡ショー 

 

(１１) 踊り さくらの会 歌 浜千代子  

地元の舞踊の会（さくらの会）と、浜千代子さんの歌のコラボレーション 

 

■ 打上げ花火大会（ 20時 ～ 20時30分 ） 

仕掛け花火など約500発を山の中腹にある関宮農村広場から打上げます。会場（関宮ふれあいパ

ーク芝生グラウンド）から見上げる花火は、空から降ってくるようで大変綺麗です。今回は４部

構成で、雪の結晶を感じさせる「結晶華」、やっぷーやカラフルな花々が登場する「花々と共に 

やっぷー大発見！」、新作の時差式花火が登場する「月夜の幻想」、フィナーレはリズミカルに打

ち上る音楽花火「希望を夜空へ」（曲名 「カイト」、グループ 嵐の楽曲）、ラストはしだれ柳の

連発でフィニッシュ、その情景は、まさに空に華ひらくアート作品です。 




